
 

 

 

 

７月 20 日、吹奏楽部が「県吹奏楽

コンクール」に出場しました。大会の

実施時期が早まっており、準備や練習

も短期間となっている中、限られた時間を有効に使いながら練習に励んできました。今年

挑戦した曲は「明日へ吹く風」。市中吹奏楽部にとても似合う爽やかな曲です。３年生最後

のコンクールのステージをよいものにしたいと心を一つに演奏し、銅賞をいただきました。

吹奏楽部は陵風祭での演奏も控えているため、３年生ももうしばらく活動期間が残されて

います。陵風祭という最高（彩煌）のステージで、「市音」を響かせてくれることを期待し

ています。 

※応援で見送ってくれた男子バレー部、女子バスケ部、そして補助員にも感謝です。 

１学期が終了します。本通信でも紹介してきたように、生徒たちの活躍する姿に触れ、

努力や健闘を讃えるとともに、この先の大きな成長が楽しみになった１学期でした。あら

ためて「よく頑張りました」の花丸をつけたいと思います。 

本来であれば自主的な学びを大切にしたい夏季休業期間ではありますが、学校からは

様々な課題も出しています。ご家庭におかれましては、生徒たちが計画的に学習を進めら

れるよう、声かけをお願いいたします。３年生にとっては勝負の夏休みと言えますし、１．

２年生にとっても、自律的に生活や学びの習慣を作り上げる絶好の機会でもあります。あ

くまで「例えばの話」ではありますが、３年生が一つの目標としている公立高校の後期入

試までは約 220 日となり、毎日１時間ずつ学習や取組を積み重ねるとして 220 時間が残さ

れている計算となります。 220 時間の中で入試教科である５教科を平等に取り組んだとし

て、１教科あたりでは 44 時間（ 220÷５）となり、２日にも満たない時間しか残されてい

ないという計算になります。「１時間」という時間の短さと、一方でそれを２時間、３時間

と延ばしていくことで得られる時間の大きさも実感します。伸びしろいっぱいの生徒たち

に、時間を大切に使い、「これができるようになった」「自分はこう変わった」と感じてほ

しいと心から願います。  

本校でも、部活動や学園祭の取組に優先して訓

練に参加することを指導しております。全国各地

で自然災害が起こるたび、中学生がマンパワーと

して活躍する報道も多く見られます。地域にどんな人が住み、どんな危険箇所があるのか、

訓練で考え経験しておくことの重要性は増しています。当日は、保護者の方から生徒に声

をかけていただき、一緒に避難行動をとっていただけるよう、よろしくお願いいたします。  
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梅雨明けと同時にやってきた猛暑 

熱中症には十分気をつけましょう 



猛暑が続いています。本

校でも生徒たちの安全を

第一に考え、右記の指標

（「山梨県・学校における

熱中症対策ガイドライン」

より）を基に活動を行って

います。  

参照  

★１：全ての人が熱中症対

策を実施できない場合は

運動の中止やイベントの

延期等を判断  

★２：涼しい場所以外では

運動を中止  

★３：特別の場合とは医師

や看護師の常駐や救護所

の設置、救急搬送体制を講

じた場合、涼しい屋内で運

動する場合  

 

 本校では、上記のガイドラインを基に、定期的にグランド・体育館・テニスコート・プ

ール等の「暑さ指数」を計測し、体育の授業や部活動等が安全な環境で実施できるかどう

か確認・判断しています。計測の結果、「指数」が以下の数値を示した場合・・・  

● 31 以上の場合：運動を中止し涼しい場所での水分補給と 15 分間の休憩。再度「暑さ  

指数」を計測  

● 28－ 31 の場合：激しい運動はせず、 20 分間隔で水分補給と５分間の休憩。再度「暑  

さ指数」を計測    

● 25－ 28 の場合：積極的に休憩を取る。30 分間隔で水分補給と３分間の休憩。再度「暑  

さ指数」を計測   することとしています。  

また、活動が可能な指数内であっても、生徒たちの健康観察を実施し、体調やその日の 

疲れの程度、教員の指導体制を基に、活動中止とする場合もあります。  

なお、前日に特別警戒アラートや警戒アラートが発出された場合でも、午前中等、十分 

に活動できる場合もあることから、事前に中止や延期を判断することは困難ですので、生

徒の登校後、状況によって部活動等を中止する判断をせざるを得ないことがあります。  

 

ご家庭におかれましては、暑い時期の生徒たちの体調を観察していただき、体調が

不十分なときや寝不足のとき、食欲がないとき、朝食を食べていないときなどは、運動

を控えるように声かけをしていただくと共に、土日や夏季休業中の部活動においては

不参加も検討していただくなど、家庭内でのご指導をお願いいたします。  

学校での 

熱中症対策 

ご家庭のご理解とご

協力をお願いします。 

 


